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明
清
代

の

『金
剛
経
』
解
釈

―

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
解
釈

の
変
遷
―

岩

城

英

規

一
、
初

め
に
1
問
題

の
所
在
1

『
金
剛
般
若
経
』
は
、
中
国

・
韓
国

・
日
本
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
仏
教

圏
に
お
い
て
、
『般
若
心
経
』
に
次

い
で
人
口
に
膳
灸
し
、
現
在
に
至

る
ま
で
広
く
読
諦
さ
れ
て
い
る
経
典

で
あ
る
が
、
鳩
摩
羅
什
の
伝
訳
直

後
か
ら

一
貫
し
て
持
て
は
や
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

一
般
に

「明
代

の

『樗
厳
経
』
、
清
代

の

『
金
剛
経
』
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
代
末
期

か
ら
清
代

に
か
け
て
流
行
し
、
仏
教
宗
派
さ
ら
に
は
出
家
在
家
を
問
わ

ず
、
多
数

の
注
釈
書
が
著
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
注
釈
書
に
つ
い
て
は
、

各
人
が
経
典
に
託
し
て
、
自
ら
の
見
解
を
披
渥
し
た
も
の
が
大
半
で
あ

る
と
い
う
説
明
で

一
く
く
り
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上

の

詳
細
な
研
究
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
皆
無
に
近

い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

こ
の
点
を
問
題
の
所
在
と
し
、
上
記
の
見
解
を

一
歩
深
め
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
古
来
、
八
百
余
家

に
上
る
と
さ
れ
る

『金

剛
経
』
注
釈
書
の
内
、
明
清
代
の
注
釈
書
を
中
心
に
、
本
経
の
最
重
要

句
と
さ
れ
て
き
た

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
(大
八
-
七
四
九
下
)
の
注

釈
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
解
釈
の
特
徴

・
傾
向

・
思
想
的
変

遷
な
ど
を
時
代
別
に
提
示
し
て
、上
記
の
問
題
に
対
す
る
解
答
と
し
た
い
。

二
、
明
代
以
前
の
注
釈
書
の
解
釈

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
に
ま
と
ま
っ
た
注
釈

が
な
さ
れ
る
の
は
、
八

世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
神
会
派
内
で
編
ま
れ
た

『金
剛
経
解

義
』
が
最
初
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
事
実

を
指
摘
す
る
に
止
め
、

宗
密

・
子
藩
ら
の
注
釈
書
か
ら
見
て
い
く
こ
と

に
す
る
。
『金
剛
般
若

経
疏
論
纂
要
』
は
、
唐
代
の
圭
峯
宗
密

(七
八
○
―
八
四

一
)
が
、
羅
什

訳

『金
剛
経
』
に
つ
い
て
、
諸
家
の
説
を
採
集
総
合
し
た
上
で
自
ら
の

注
釈
を
著
し
た
も

の
で
あ
り
、
『纂
要
刊
定
記

』
は
、
宋
代
の
長
水
子

溶

(
?
―

一
〇
三
八
)
が
、
宗
密
の

『纂
要
』
を
敷
術
す
る
形
で
著
し

た
も
の
で
あ
る
。
明
代
に
は
、
両
者
を
合
会
し

た

『金
剛
経
疏
記
科
会
』

(続
蔵

一
・
三
九
)
が
著
さ
れ
、
広
く
用

い
ら
れ

た
。

こ
れ
に
対
し
、
清

代
の
寂
鹸
が
両
者

の
解
釈
を
踏
ま
え
て
『金
剛
経

演
古
』
(続
蔵
一
・四
〇
)

一
巻
を
著
し
た
。
こ
れ
ら
三
者
を
詳
細
に
検
討

す
る
と
、
解
釈

の
力
点
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に
明
ら
か
な
相
異
が
見
ら
れ
る
。
三
者

の
注
釈

(『科
会
』
四
二
八
左
下

～
四
二
九
右
上
、
『演
古
』
五
二
左
上
～
左
下
)
を
見
る
と
、
『纂
要
』
で
は

「而
生
其
心
」
の
説
明
と
し
て
、
「正
智
」
と

「真
心
」
を
併
記
し
て
い

る
。
こ
れ

に
対
し
、
『刊
定
記
』
の
注
釈
は
、
「正
智
」
と

「真
心
」
の

両
者
を
共

に
説
明
す
る
が
、
『纂
要
』
に
あ
る

「空
見
」
に
陥
ら
な
い

た
め
に

「
真
心
」
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
解
説
や
、

「天
真
之
心
」
の

説
明
か
ら
、

「正
智
」
に
比
べ

「真
心
」
に
重
き
を
置

い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
次
に

『刊
定
記
』
は
、
色
な
ど
に
執
着
さ
せ
な
い
こ
と
が

有
を
遮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
に
心
を
生
じ
さ
せ
る
の
は
無
を
遮

す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
有
無
を
離
れ
て
い
る
の
で
中
道

で
あ
り
、
こ

の
よ
う
に
了
解
す
る
の
が

「真

の
荘
厳
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら

『纂
要
』
と

『刊
定
記
』
の
説
明
に
対
し
、

『演
古
』

で
は

「而
生

其
心
」
の
説
明
と
し
て

『纂
要
』
の
文
を
用

い
る
が
、
『纂
要
』
の

「則

是
正
智
」

を
省

い
た
り
、
「正
智
」
を

「真
心
」
に
変
え
て
引
用
す
る

な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
執
着
す
る
も
の
が
な
け
れ
ば
十
方
世
界
は
た

だ

一
心

の
み
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
了
悟
す
る
こ
と
が

「真
の
荘
厳
」

で
あ
る
と

し
て
い
る
。
以
上

の
三

つ
の
注
釈
書

の
例
か
ら
、
唐
代
の

『纂
要
』
に
お
い
て
は

「真
心
」
と
同
じ
位
置
に
あ
っ
た

「正
智
」
が
、

宋
代
の

『
刊
定
記
』
に
お
い
て
は
そ
の
地
位
を
低
下
さ
せ
、
「真
心
」
に

よ
る
説
明
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
が
清
代
の

『演
古
』
に
至
る
と
、

「真
心
」

の
み
で
全
て
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
唐
代
か
ら
宋
代
さ
ら
に
は
清
代
と
時
代
が
下
る
に
従

っ
て
、

こ
の
句
の
解
釈
が
、
真
心
11
自
性
清
浄
心
に
基

づ
く
唯
心
主
義

へ
単
純

化
さ
れ
て
い
く
と

い
う
大
ま
か
な
傾
向
が
看
取

さ
れ
る
。

三
、
明
代

の
注
釈
書

の
解
釈

続
い
て
、
明
代

の
注
釈
書
の
中
で
思
想
的
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
、
そ
の
解
釈
を
検
討
す
る
。
明
代
初
期
の
代
表
的
な
注
釈
書

と
し
て

『金
剛
経
註
解
』
(続
蔵

一
・
三
八
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
書
は
、

洪
蓮
が
太
祖
洪
武
帝

の
命
を
奉
じ
、
羅
什
訳

『
金
剛
経
』
に
関
す
る
五

十
三
家
の
注
釈
書
に

つ
い
て
、
編
者
が
適
切
と
思
わ
れ
る
注
釈

の
精
要

を
抜
粋

・
編
集
し
た
も

の
で
、
『金
剛
経
五
十

三
家
註
』

の
別
名

で
も

知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
現
存
し
な
い
注
釈
書
も
散
見
さ
れ
、
当

時
行
わ
れ
て
い
た

『金
剛
経
』
注
釈
の
精
細
な
解
明
に
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
。
『金
剛
経
註
解
』
に
お
け
る

「応
無
所
住
而
生
其
心
」

の
注

釈

(四
四
四
左
上
～
四
四
五
右
上
)
に
は
、
『疏
紗

』
・
王
日
休

・
陳
雄

・

李
文
会

・
傅
大
士

・
川
禅
師
と
い
う
六
家

の
も

の
を
載
せ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
前
四
者

は
侠
書
で
あ
る
。
最
初

の

『
疏
紗
』
は
こ
の
句
を
注

釈
す
る
に
当
た
り
、
「清
浄
」
の
面
を
強
調
せ
ず
、
『首
榜
厳
経
』
の
句

(大

一
九
ー

一
一
一
下
)
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
の
句
は
、

一
切
の
衆
生
は

真
実
の
自
己
を
見
失

い
、
本
心
を
失

っ
て
外
物

に
引
き
回
さ
れ
て
い
る

が
、

こ
の
外
物

の
支
配
か
ら
脱
却
で
き
れ
ば
、
如
来
と

一
体
に
な
り
、

身
心
と
も
に
円
満
澄
明
に
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
中

の

「物

を
転
ず
る
」
と
は
、
自
己
が
主
体
性
を
確
立
し

て
外
物
を
自
由
に
操
作
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す
る
こ
と

で
、
『首
樗
厳
経
』

の
重
要
句
の

一
つ
で
あ
り
、
こ
の
個
所

の
注
釈
な
ど
も
検
討
す
る
と
、

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
を

『首
樗
厳

経
』

の
重
要

句
に
同
置
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、

王
日
休
は

『龍
訂
浄
土
文
』
の
著
で
知
ら
れ
、
浄
土
に
こ
と
よ
せ
た
注

釈
を
加
え

て
い
る
。
陳
雄

の
注
釈

で
は
、
六
祖
慧
能
が
、
「応
無
所
住

而
生
其
心
」

の
句
を
聞

い
て
大
悟
し
た
故
事
を
述
べ
、
『
六
祖
壇
経
』

「行
由
第

一
」
の
文

(大
四
八
⊥

二
四
八
上
、
三
四
九
上
)
を
載
せ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
現
存

の
注
釈
書
に
お
い
て
、
こ
の
句

の
説
明
に

『六
祖
壇

経
』
を
引
用

し
た
最
初
期

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
李
文

会

の
注
釈
で
は
、
有
所
住
心
…
妄
念
Φ
無
所
住
心
…
智
慧
、
と
い
う
対

照
を
考
え
て
お
り
、
こ
れ
は

「妄
念
」
と

「真
智
」
と
い
う
対
比
を
考

え
た

『金
剛
経
解
義
』
の
解
釈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
次
の

「傅
大

士
頒
」
と
は

『梁
朝
傅
大
士
頒
金
剛
経
』
の
こ
と
で
、
『金
剛
経
』
三

十
二
分
の
文
意
を

「弥
勒
頒
日
」
と
し
て
、
五
字

一
句

の
偶
頒
と
し
た

も
の
で
、
梁

の
傅
大
士
を
弥
勒
の
分
身
と
し
、
彼
が
梁
武
帝

の
た
め
に

作
っ
た
偶
頒
を
弥
勒
に
仮
託
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の

「川

禅
師
頒
」
と

は
、
道
川
の

『金
剛
経
註
』
の
こ
と
で
あ
り
、

「清
浄
・清

浄
心
」
を
強

調
し
た
解
釈
を
し
て
い
る
。
以
上
の
諸
注
釈
を
総
括
す
る

と
、
明
代
初

期
の
段
階
は
、
「応
無
所
住
而
生
其
心
」

の
説
明
に
つ
い

て
、
『首
榜
厳
経
』
や
浄
土
教

の
立
場
か
ら
の
解
釈
が

『六
祖
壇
経
』
の

故
事
を
中
心

と
す
る
禅
宗
的
解
釈
と
併
存

し
て
お
り
、
各
注
釈
者

の

様
々
な
思
索

の
跡
が
窺
え
る
思
想
的
発
展
期
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

『金
剛
経
宗
通
』
(続
蔵

一
・
三
九
)
は
、
明
代
の
曾
鳳
儀
が
、
子
落
の

『刊
定
記
』
な
ど
を
基
本
と
し
、
主

に
禅
関
係
の
説
明
を
参
照
し
て
著

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

の
注
釈

(
一
四
右
上
～
右
下
)
を
見
る
と
、
『刊

定
記
』
に
基
づ
き
、
心
の
性
格
を

「無
住
」
と

「清
浄
」
と
規
定
し
て

い
る
。
そ
し
て

『六
祖
壇
経
』
の
故
事
を
載
せ
た
後
、
南
岳
懐
譲
禅
師

の
、
「
一
切
の
法
は
み
な
心
か
ら
生
ず
る
。
」
と
い
う
語

(『古
尊
宿
語
録
』

巻

一
、
続
蔵
二
・
二
一二
、
七
九
左
下
)
を
引
用
し
、
慧
能
が
得
た

「無
住

生
心
」
の
語
は
、
懐
譲

の
心
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
宋
代
の
注
釈
書
に
始
ま

っ
た

「真
心
」
化
傾
向
は
、

明
代

の
禅
宗
系
統
の
注
釈
書

に
お
い
て

一
貫
し
て
強
化
さ
れ
、
『六
祖

壇
経
』
の
故
事
を
起
源
と
し
、
後
代
の
禅
僧
の
語
録
と
会
通
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「而
生
其
心
」

の

「心
」
を

一
切
法
を
生
み
出
す
根
源

と
す
る
唯
心
主
義
の
解
釈
に
ま
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

『金
剛
経
鏡
』
(続
蔵

一
・
三
九
)
は
、
明
代

の
広
伸
が
、
宗
密

の

『纂

要
』
を
基
本
と
し
、
世
親
の

『能
断
金
剛
経
頒
論

釈
』
や
他
の
経
論
お

よ
び
禅
宗
の
語
録
な
ど
を
参
照

・
引
用
し
て
解
釈

し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書

の
注
釈

(八
二
右
上
～
右
下
)
を
見
る
と
、

「応
無
所
住
而
生
其
心
」

の

「心
」
を
、
「本
有
無
住

の
真
心
」
と
し
、
有

に
も
空

に
も
住
著
し

な
い
こ
と
に
よ
り

「本
有
の
真
性
」
を
顕
現
さ
せ
、
そ
の
心
を
生
ず
る

べ
き
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
禅
宗
系
統
の
理
解
で
あ
る
が
、

本
書
で
は
、
そ
の

「真
心
」
を

「本
有
」
と
規
定

し
、
「無
所
住
著
」
に

よ
っ
て

「本
有
之
真
性
」
を
顕
現
さ
せ
る
と
す

る
な
ど
、
「真
心
」
を
、
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有
11
存
在
す
る
物
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は

「本
有
の
真

性
」
と
い
う
語
に
明
確
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「真
心
」
・

「真
性
」
の
有
的
解
釈
を
す
る
点
が
、
本
書

の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
本

書
は
、
「応
無
所
住
而
生
其
心
」
の
句
が

『金
剛
経
』
の
要
旨
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
六
祖
壇
経
』
の
故
事
の
引
用
に

始
ま
っ
た

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
重
視

の
傾
向
が
、
明
代
に
至
っ
て

ほ
ぼ
完
成

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『金
剛
経
筆
記
』
(続
蔵

一
・
三
九
)
は
明
代
の
如
観
が
著
し
た
の
で
あ

る
。
本
書
の
注
釈

(
一
一ゴ
ニ
右
下
～
左
下
)
を
見
る
と
、
「六
塵
に
住
著

し

て
心
を
生
ず

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
個
所
に
お
け
る
注
釈
で
は
、

「境
は
心
に
由
っ
て
生
じ
、
心
は
境

に
従

っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
」

と
述
べ
、
心
の
外
に
法
は
な
く
、
法
の
外
に
心
が
な
い
こ
と
を
了
知
す

れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は

「菩
提
の
妙
浄
明
体
」
と
な
り
、
心
と
境
は

不
二
で
あ
り
、
体
と
用
は

一
如
で
あ
る
と
し
て
、
『首
樗
厳
経
』
(大

一

九
ー
一
二
四
下
)
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
れ
を
経
証
と
し
て
唯
心
主
義
的

に
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
本
書
の
特
徴
は
、
「無
住
」
を

「体
」、

「生
心
」
を

「用
」
と
と
ら
え
、
上
記
の

「体
用

一
如
」
か
ら
、

こ
の
両
者
が

一
つ
に
な
る
境
地
が
望
ま
し
い
と
説
明
す
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
終
南
山
雲
際
師
祖
禅
師
の
故
事

(『古
尊
宿
語
録
』
巻
二
十
四
、

続
蔵
二
・
二
一二
、
二
三
六
右
下
)
を
引
用
し
、
如
来
蔵
自
性
清
浄
心
を
説

い
て
い
る
。

こ
の
故
事
も
、
後
代
の

『金
剛
経
』
注
釈
書
に
し
ば
し
ば

引
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
唯
心

・
自
性
清
浄
心
に
ご

と
よ
せ
た
解
釈
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

『金
剛
経
破
空
論
』
(続
蔵

一
・
三
九
)
は
、
明
末

四
大
名
家
の

一
人
で

あ
る
繭
益
智
旭
が
崇
禎
十
三

(
一
六
四
〇
)
年
に
、
天
台
教
義
と
八
不
中

道
義
に
基
づ
い
て
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

の
注
釈

(
一
三
九
右
上

～
左
上
)
を
見
る
と
、
六
祖
慧
能

の
故
事
に
触
れ

る
こ
と
は
、
他

の
注

釈
書
と
同
様
で
あ
る
が
、
「無
住
」
と

「生
心
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
同

時
代

の
注
釈
書
と
は
際
立
っ
た
相
異
を
見
せ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
禅

宗
系
統
の
注
釈
書
が
、
「生
心
」
の

「心
」
を
、

一
様
に

「清
浄
心
」
や

「真
心
」
な
ど
と
解
釈
す
る
の
に
対
し
、
本
書

で
は
、

「無
住
」
と
は

「諸
々
の
有
為
相
に
住
著
し
な
い
こ
と
」
で
あ
り
、
生
死

・
浬
繋

・
(有

無
の
)
二
辺

・
中
道
な
ど
に
執
着
し
な
い
こ
と
と
し
、
「生
心
」
と
は

「六
度
万
行

の
心
を
生
ず
る
こ
と
」

で
あ
り
、
上
求
の
心

・
下
化
の
心

・

折
伏
の
心

・
摂
受
の
心
を
生
じ
、
法
界
に
遍
満
し
、
三
際
を
窮
め
る
こ

と
と
解
釈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
台
教
学
を
自
ら
の
基
礎
学
と
し
た

智
旭
ら
し
く
、

「無
住
」
と

「生
心
」
の
関
係

に

つ
い
て
、
四
教
や
六

即
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
禅
が
主
流
を
占
め
た
当
時

の
仏
教
界
に
抗
し
、
「教
禅

一
致
」
を
主
張
し
、

「教
」
に
重
点
を
置
い

た
解
釈
を
施
し
た
智
旭
の
立
場
が
良
く
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
清
代
の
注
釈
書

の
解
釈

続
い
て
清
代
の
注
釈
書
を
検
討
す
る
。
こ
の
時

代
の
注
釈
書
は
、
自

ら
の
見
解
を
披
渥
し
た
も
の
が
多

い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
明
代
ま
で
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の
禅
宗
系
統

の
注
釈
書
に
基
づ
い
て
お
り
、
様
々
な
解
釈
が
あ
る
明
代

の
注
釈
書

に
対
し
て
、
説
明
の
定
型
化
が
進
み
、
思
想
的
な
展
開
は
あ

ま
り
見
ら

れ
な

い
。
そ
の
中

で
、
特
色
の
あ
る
注
釈
を
二
例
挙
げ
る
。

『金
剛
経
註
釈
』
(続
蔵

一
・
四
〇
)
は
、
注
釈
者
の
雲
峰
博
仁

(
?
1

一
六
九

一
ー

?
)
に
対
し
、
訂
者
の
子
真
な
ど
が

『金
剛
経
』
の
講
義

を
乞
い
、
雲
峰
が
四
十
日
を
要
し
て
説
明
し
た
も
の
が
基
に
な
っ
て
い

る
。
本
書

は
、
梁
の
昭
明
太
子
作

の
三
十
二
分
法
に
基
づ
き
、

「子
真

説
」
あ
る
い
は

「雲
峰
説
」
と
し
て
、
こ
の
両
者
が
注
釈
を
し
て
い
る
。

子
真
は
、
字
句

の
説
明
な
ど
経
典
の
容
易
な
事
柄
に
つ
い
て
、

一
般
的

立
場
か
ら
説

明
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
雲
峰
は
、
思
想
的
解
釈
な

ど
経
典

の
本
質
的
事
柄
に
つ
い
て
、
禅
宗
の
立
場
か
ら
注
釈
を
し
て
い

る
。
本
書

の
注
釈

(二
九
右
上
～
左
下
)
を
見
る
と
、
こ
の
部
分
最
初

の

「子
真
説
」

の
個
所
と

「如
来
説
。
『無
所
住
而
生
其
心
』
」
の
個
所
に

お
い
て
、
『
金
剛
経
註
正
詑
』
(続
蔵

一
・
三
九
)
を
引
用
し
て
い
る
。
こ

の
書
は
、
長
水
の
仲
之
屏
が
経
典
の
字
句
を
、
他

の
経
論
や
注
釈
書
に

依
ら
ず
独
自

に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
『金
剛
経
註
釈
』
の
特
徴
は
、

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
の
注
釈
に
つ
い
て
、
「如
来
が
辛
丑

(清

・
聖

祖
、
康
煕
六
十

一
二

七
二
二
)
年
)
四
月
十
五
日
に
降
壇
し
て
説
法
し
、

雲
峰
が
そ

の
大
旨
を
訳
解
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
自
説
で
は

な
く
如
来

の
直
説
と
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
前

の

「不
応
住
色
生
心
、

不
応
住
声
香
味
触
法
生
心
。」
の
注
釈
に
つ
い
て
、

「如
来
の
旨
は
阿
難

行
者
に
留
め
、
再
び

こ
の
句

の
経
義
を
発
明
す
る
。
」
と
述
べ
、
世
尊

の
旨
を
阿
難
が
承
け
て
説
く
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
書
は
、
辛
丑

二
月
十
九
日
か
ら
四
月
九
日
に
か
け
て
講
義
さ
れ
、
如
来
が
降
壇
し
て

説
法
し
た
と
す
る
辛
丑
四
月
十
五
日
は
、
雲
峰

の
講
義
が
終
わ

っ
た
後

で
あ
る
。
た
だ
し
、
如
来

の
説
法
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
前
半
部
分

は

『金
剛
経
註
正
誰
』

の
注
釈
を
引
用
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

雲
峰
が
、

「応
無
所
住
而
生
其
心
」

の
句
を
如
来

の
直
説
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
以
前

の
注
釈
書
が
説
く

「
一
経

の
要
旨
」
と
い
う
地
位

を
、
さ
ら
に
向
上
さ
せ
神
聖
化
さ
せ
る
意
図
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

『金
剛
新
眼
疏
経
偶
合
釈
』
(続
蔵

一
・
三
九
)
は
、
清
代

の
通
理

(
?

1

一
七
六
五
1
?
)
が
、
諸
家

の
説
を
随
意
に
取
捨
し
て
前
後
承
応
さ

せ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

「新
眼
」
と
名
づ
け

て
い
る
。
本
書

の
注

釈

(二
六
六
右
下
)
を
見
る
と
、

「而
生
其
心
」

の

「心
」
を

「清
浄

心
」
と
す
る
諸
書
の
説
明
か
ら

一
歩
踏
み
込
み
、
清
浄
心
と
は

「覚
心
」

の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
覚
心
が
常
住
で
あ

る
と
い
う
注
釈
を
施

し
て
い
る
。

「覚
心
目
悟
っ
た
心
」
と
は

「真
心
」
を
主
体

の
側
か
ら

み
た
も
の
で
、
清
浄
心
か
ら

「覚
心
"
悟
っ
た
心
」

へ
と
い
う
理
解

の

展
開
が
看
取
さ
れ
、
「悟

っ
た
心
11
完
成
し
た
心
」
と
い
う
意
味
か
ら
、

真
心
説
の

一
つ
の
帰
結
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
結
論

以
上
の
諸
注
釈
書
の
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
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解
釈

の
変

遷
を
提
示
し
て
、
結
論
と
す
る
。
こ
の
句
に
ま
と
ま
っ
た
注

釈
が
な
さ
れ
る
の
は

『金
剛
経
解
義
』
が
最
初
で
あ
り
、
宗
密

の

『纂

要
』
な
ど
も

一
定

の
注
釈
を
著
し
て
お
り
、
唐
代
が

「解
釈
の
黎
明
期
」

と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
宋
代
初
期
は
、
子
落

の

『纂
要
刊
定
記
』

や
道
川
の

『金
剛
経
註
』
が
著
さ
れ
、

こ
の
句

の

「心
」
を

「真
心

・

清
浄
心
」

と
解
釈
す
る
端
緒
が
開
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

「真
心
11
自

性
清
浄
心
説
の
開
始
期
」
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
を
踏
ま
え
、宋
代
後
期
か
ら
明
代
初
期
は
、

禅
宗
系
統

の
注
釈
書
を
中
心
に
、
『六
祖
壇
経
』
の
故
事
を
引
用
し
て

「真
心

・
清

浄
心
」
説
を
強
化
し
た
解
釈
と
、
『首
樗
厳
経
』
や

『円
覚

経
』
の
重

要
句
を
用
い
た
り
、
浄
土
教
の
立
場
か
ら
説
明
す
る
な
ど
の

様
々
な
解

釈
が
併
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら

「真
心
11
自
性
清

浄
心
説

の
地
位
向
上
期
」、
お
よ
び
各
注
釈
者

が
自
由
に
思
索
を
重
ね

た

「思
想
的
発
展
期
」
と
考
え
ら
れ
る
。

続
く
明
代
は
、

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
を

『金
剛
経
』
の
要
旨
と

す
る
説
明

に
端
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宋
代
の
禅
宗
系
統

の
注
釈
書

に
始
ま
る
こ
の
句

の
重
視
傾
向
が

一
貫
し
て
拡
張
強
化
さ
れ
、
こ
の
句

を
後
代
の
禅
僧

の
語
録
と
会
通
さ
せ
て
解
釈
す
る

「真
心
11
自
性
清
浄

心
説
の
完
成
期
」

で
あ
り
、
「而
生
其
心
」

の

「心
」
が

一
切
法
を
生

み
出
す
元

で
あ
る
と
す
る

「唯
心
的
解
釈

へ
の
発
展
期
」
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
、
こ
れ
以
外
に
も
、
当
時
流
行
し
て
い
た

『首
樗
厳
経
』
を

経
証
と
し

て
用

い
た
り
、
天
台
教
学
を
用

い
て
説
明
す
る
な
ど
、
「教
」

に
重
点
を
置

い
た
注
釈
も
散
見
さ
れ
、
こ
の
点

か
ら
は
、
「思
想
的
繁

栄
期
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
清
代
の
注
釈
書
は
、
各
人
が
経
典
に
託
し
て
自
ら
の
見
解
を

披
渥
し
た
も
の
が
大
半

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
明
代
ま

で
の
禅
宗
系
統
の
注
釈
書
に
基
づ
き
、説
明

の
定
型
化
が
進
ん
で
お
り
、

思
想
的
な
展
開

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
で
、

「真
心
」
を
主

体
の
側
か
ら
見
た

「覚
心
」
と
す
る
真
心
説

の

一
つ
の
帰
結
や
、
「応

無
所
住
而
生
其
心
」
の
注
釈
を

「如
来
の
直
説
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
以
前

の
注
釈
書
が
説
く

「
一
経
の
要
旨
」
と
い
う
地
位
を
、
さ
ら

に
向
上
さ
せ
神
聖
化
さ
せ
た
も
の
な
ど
が
注
目

さ
れ
る
。
よ
っ
て
清
代

は
、
「真
心
説

の
成
熟
期
」
・
「唯
心
的
解
釈
の
完
成
期
」
・
「注
釈
の
神

格
化
期
」
な
ど
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
よ
り
、
「応
無
所
住
而
生
其
心
」
の
解
釈

は
、
唐
代
に
始
ま
り
、

宋
代
を
通
し
て
徐
々
に
優
勢
に
な
り
、
明
代
に
ほ
ぼ
完
成
し
、
清
代
に

燗
熟
す
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
、
こ
の
句

の

「
心
」
は
、
時
代
が
下
る

に
従
っ
て
、
真
智
↓
真
心
↓
自
性
清
浄
心
↓
覚
心
と
変
遷
を
遂
げ
、
全

体
と
し
て
、
真
心
11
自
性
清
浄
心

一
元
論
と
い
う
唯
心
主
義

へ
単
純
化

さ
れ
て
い
く
傾
向
を
看
取
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

金

剛
経
、
応
無
所
住
而

生
其
心
、
真
心
、
清
浄

心

(東

方
研
究
会
研
究
員
)
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